
５月23日(火)に、幼小中合同の引き渡し訓練を行いまし

た。災害等が発生した場合を想定して、避難から保護者へ

の引き渡しまでが訓練の内容でした。子供たちは、職員の

指示をよく聞いて、静かに迅速に体育館に避難することが

できました。その後の保護者への引き渡しも、円滑に行う

ことができました。

参加された保護者の皆様、御協力ありがとうございました。

５月29日～６月５日は、「歯と口の健康週間」でした。
各学級で、自分たちで歯みがきチェックを行ったり、養
護教諭による歯科指導を受けたりしました。写真は、５･
６年生の「歯みがき大会」の様子です。歯肉炎やデンタ
ルフロスの使い方について学びました。今回の取組や学
んだことを生かして、自分の歯を大切にしてほしいと思います。

２日（日） ＰＴＡ海洋型親子レクリエーション
７日（金） 授業参観・学級ＰＴＡ

２０日（木） 終業式 大掃除
２１日（金） 夏の交通安全運動(～30日)

６月８日（木）に全保護者を対象に学校
保健委員会が行われました。
低学年・中学年・高学年に分かれて、今

年度のテーマ「自立のために今できること
～生活リズム・メディアとの付き合い方を
考えよう～」や家庭で気になっていること
についての話合いや情報共有を行いました。
「勉強している時の姿勢が気になる。」「家
庭で一人一役でお手伝いを実施している。」
「質のよい眠りをするために必要なことは
どんなことだろう。」等の話題が出ました。
参加してくださった保護者の皆様、あり

がとうございました。
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プロの技に魅せられました ～一輪車講習会～

６月７日（水）に、公益社団法人弘済会主催で日本一輪車協会から講師をお招きして、一

輪車講習会がありました。

最初に模範演技を見ました。一輪車に乗ったまま回転したり、タイヤに足を乗せた状態

で一輪車を操作したりと、今までに見たことのない技の連続に、子供たちからは驚きと感

動の歓声が上がりました。

次に、２つのグループに分かれての実技指導がありました。そこでは段階的に乗れるコ

ツについて教えていただきました。２つのグループで共通していたことは「よい姿勢」が

基本ということでした。

後日の練習では、「よい姿勢」を意識して練習をしている子供たちの姿がありました。今

後の成長が楽しみです。一輪車講習会の関係の皆様、ありがとうございました。

４月の交通安全教室を生かして
６月６日(火)に、県交通安全協会主催の交

通安全教室がありました。

内容は、クイズ形式の「歩行時の交通安全

について」･ＤＶＤ鑑賞･自転車シュミレータ

ーでした。子供たちは、意欲的に参加してい

ました。

自転車シュミレーターは、画面上で自転車

運転手と歩行者の二者の視点で、具体的な危

険場面について確認することができました

今回学んだことを生かして、交通安全の指

導や児童の見守りをしていきたいと思いま

す。県交通安全協会の皆様、ありがとうござ

いました。

６月16日(金)に、１～４

生で、春の一日遠足に行っ

てきました。バスに乗って

鹿島恐竜ミュージアム･上甑

自然公園キャンプ場･太田の

浜に行きました。

鹿島恐竜ミュージアムで

は、恐竜の化石の前で説明を

聞き、恐竜が生きていた時代

について詳しく知ることがで

きました。

上甑自然公園キャンプ場では、友達と一緒にお弁当やおやつを食べたり、遊具施設等で

遊んだりしました。

大変天候にも恵まれ、学級以外の子供たちとよい交流を深めることができました。

「ことばの力」
校長 那須 広代

校長室にいると子供たちのたくさんの「ことば」が

聞こえてきます。右の会話は、先日聞こえてきた会話

です。このふたりから発せられる言葉は、穏やかで相

手の気持ちを受け入れていました。何気ない会話です

が、聞いているわたしも穏やかな気持ちになりました。

わたしたち人間は、たくさんの言葉をもっています。

でも、友達や親子、大人同士の関係の中で、通じ合う

言葉を見つけられずに暴言をはいてしまったり、人を傷つけてしまったりしたことはなか

ったでしょうか。「言わなきゃいいのに言ってしまった。」誰しも少なからず、このような

経験があると思います。言うまでもなく、言葉は大切です。人と人との間で言葉が交わさ

れるとき、これにのせて伝えられるものは、文字どおりの「言葉が指し示す事柄」だけで

はありません。そこには、必ず言葉を発する人の心が表れています。時には、使う言葉か

らその人の品格を感じさせることもあります。

「言霊（ことだま）」という言葉があります。言葉に宿る霊という意味です。日本人は、

昔から言葉には霊が宿っており、その霊力が働いて言葉として発していると考えられてい

ました。よい言葉を発するとよいことが起こり、不吉な言葉を発すると凶事がおこるとさ

れてきました。だからこそ、美しい言葉を探して使うことが、日本人の生活に根づいてい

ったのではないかと思います。

子供たちには、「よい言葉」「温かみのある言葉」を自然に使える人になってほしいと願

います。物や人を攻撃する言葉

や冷たい言葉は、何も生み出し

ません。自分自身の心を磨き、

日々よりよい言葉を発していき

たいものです。その言葉によっ

て周りにいる人に喜びを与え、

温かく親密な人間関係の輪が広

がっていけば、その輪の中にい

る自分自身にも大きな喜びがも

たらされることと思います。

Ａ:「○○くん、帽子を違うところに
入れていたよ。」

Ｂ:「教えてくれてありがとう。」
Ａ:「なおした方がいいんじゃない。」
Ｂ:「朝の活動が終わってから､なお
すね。」

Ａ:「わかった。」

「ひとつのことば」 北原 白秋

ひとつのことばでけんかして／ひとつのことばでなかなおり

ひとつのことばで頭が下がり／ひとつのことばで心が痛む

ひとつのことばで楽しく笑い／ひとつのことばで泣かされる

ひとつのことばはそれぞれに／ひとつの心をもっている
きれいなことばはきれいな心／やさしいことばは優しい心
ひとつのことばを大切に／ひとつのことばを美しく



甑島５校合同宿泊学習(６月１２日～１４日）
充実した２泊３日でした
５・６年生が、６月12日(月)～14日(水)の３日間、甑島

５校の小学校合同で、宿泊学習に行きました。
１日目は、野外炊飯とキャンプファイヤーがありました。

安全に気を付けながら、協力してとてもおいしいカレーラ
イスを作ることができました。
２日目は、焼板作りとインドアオリンピックとせんだい

宇宙館･プラネタリウム見学がありました。インドアオリ
ンピックでは、同じチームの甑島５校の友達と力を合わせ
てゲームに参加することができました。
３日目は、お世話になった少年自然の家をきれいに掃除

して帰りました。５校の子供たちとも、とてもよい交流が
できたようです。
梅雨時期とはいえ比較的に天候にも恵まれ、子供たちに

とって、大変充実した宿泊学習になりました。保護者の皆
さま、事前の準備から見送り迎えまで、ありがとうござい
ました。

【 野外炊飯① 】 【 野外炊飯② 】 【 野外炊飯③ 】

【キャンプファイヤー②】 【 朝のつどい 】

【キャンプファイヤー①】

【せんだい宇宙館見学】 【完成した焼板作品と一緒に】【インドアオリンピック】
【清掃活動】

【 野外炊飯④ 】


